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令 和 ６ 年 ３ 月 1 2 日 

福祉部障害者施策推進課 

 

練馬区障害者計画（一部改定）・第七期障害福祉計画・第三期障害児福祉計画 

（素案）に寄せられた意見と区の考え方について 

 

１ 意見の受付状況 

 ⑴ 区民募集期間 

  令和５年 12 月 11 日（月）から令和６年１月 15 日（月）まで 

⑵ 周知方法 

  ア ねりま区報 12 月 11 日号への掲載 

イ 区ホームページへの掲載 

ウ 区民情報ひろば、区民事務所（練馬を除く）、図書館（南大泉図書館分 

室を除く）、オープンハウス、障害者地域生活支援センター、障害者施策 

推進課での閲覧 

  エ 区公式Ｘ（旧 Twitter）、区公式 LINE での発信 

オ 区立小中学生用タブレットのブックマークで閲覧 

カ  区内特別支援学校に在籍する児童へ通知を送付 

キ 関係団体等への説明 

    以下の関係団体等（54 団体）に、計画素案について個別に説明を行った。 

・練馬区障害者団体連合会 

（練馬手をつなぐ親の会、練馬区視 

覚障害者福祉協会、練馬区肢体不自

由児者父母の会、練馬区聴覚障害者

協会、特定非営利活動法人練馬精神

保健福祉会、ちゅうりっぷの会、練

馬区介護人派遣センター、練馬区重

症心身障害児（者）を守る会） 

・ＮＰＯ法人 I am OK の会 

・ＮＰＯ法人障がい児・者の学びを保

障する会 

・練馬失語症友の会希望の会 

・学校法人旭出学園 旭出学園ＰＴ 

 Ａ 

・練馬区民生児童委員協議会 

・練馬区障害福祉サービス事業者連 

絡協議会 

・練馬区社会福祉協議会 

・練馬区社会福祉事業団 

・練馬福祉人材育成・研修センター運 

 営協議会 

・練馬区立福祉園家族連絡懇談会 

（６団体） 

・練馬区立福祉作業所家族会 

（４団体） 

・練馬区立谷原フレンド家族会 

・心身障害者福祉センター利用登録

団体（34 団体） 

・心身障害者福祉センター生活介護 

事業連絡懇談会 
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２ 寄せられた意見 

 ⑴ 意見総数 183（56 名・10 団体）うち子どもからの意見は 22 名 32 件 

 ⑵ 意見の内訳（ ）内の数値は子どもからの意見 

項 目 件 数 

計画素案全体に関すること ３(１) 

第１章 障害者を取り巻く主な状況 ２ 

第３章 施策１ 障害福祉サービス基盤の整備と住まいの確保 55 

    施策２ 相談支援体制の強化 ３ 

    施策３ 就労支援の充実 10(１) 

    施策４ 障害児の健やかな成長を支援 10(１) 

    施策５ 安心して暮らせる共生社会の実現と社会参加 

の促進 
55(17) 

    施策６ 保健・医療体制の充実 ８ 

第４章 主な実施事業 ７ 

第５章 第七期障害福祉計画・第三期障害児福祉計画      

 ２ 成果目標 ４ 

 ３ 障害福祉サービスの供給見込み量 １ 

 ４ 地域生活支援事業の供給見込み量 １ 

第６章 第六期障害福祉計画・第二期障害児福祉計画  

（１）障害者計画 ２ 

その他 22(12) 

合計 183(32) 

 

３ 意見に対する対応状況 （ ）内の数値は子どもからの意見 

対応区分 件数 

◎ 意見の趣旨を踏まえ計画に反映するもの 14（１） 

〇 素案に趣旨を反映しているもの 52（７） 

□ 素案に記載はないが事業等において既に実施しているもの 43（13） 

△ 事業等を実施する際に検討するもの 42（６） 

※ 趣旨を反映できないもの ７ 

― その他、上記以外のもの 25（５） 

合計 183（32） 
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４ 区民からの意見（要旨）と区の考え方  

№ 意見の要旨 区の考え方 
対応

区分 

計画素案全体に関すること 

１ 計画全般について、「障害のある

人を行政や事業所が支援・保護す

る」という視点になっている。それ

だけではなく、社会として障害者

が生活しやすい環境を整え、障害

者が当たり前に生活できる社会に

変えていく、という視点があると

よい。 

計画では、基本理念として障害

のある方の一人ひとりの人権を尊

重し、どんなに障害が重くとも、地

域のなかで自立して暮らしつづけ

ることができる共生社会を目指し

ています。今後、計画に掲げた取組

を着実に実行していきます。 

〇 

２ 地域共生社会を目指すのであれ

ば障害者計画だけではなくビジョ

ンにも区としての方向性を示すべ

きだと思う。 

『第３次みどりの風吹くまちビ

ジョン』においても、障害者計画の

理念と同様の目標を掲げていま

す。障害のある方の一人ひとりの

人権を尊重し、地域のなかで自立

してくらしつづけることができる

共生社会の実現について取組を推

進します。 

〇 

第１章 障害者を取り巻く主な状況 

３ 練馬区は精神障害者の入院者数

が 23 区中１位である。しかし令和

５年の地域移行者数は２名にとど

まっている。現状では「死亡退院を

待つ」かのような誤ったメッセー

ジの発信になってしまうのではな

いか。この事態に対して、まずは区

として具体的理念を示すべきでは

ないか。  

 長期入院患者の地域移行、地域

定着支援のため、医療・福祉等関係

団体などに調査を行い、その調査

結果等を踏まえ、精神障害者への

支援を検討し実施していきます。

施策の方向性がより分かりやすく

伝わるよう、記載を修正します。 

 

◎ 

４ 地域生活支援センターすてっぷ

やさくらに行って、「まとめてから

相談して下さい」や「卒業です」と

か施設長や職員に言われて、おか

しいと思いましたので、前の施設

障害特性に応じた丁寧な対応に

努めるとともに障害のある方が安

心して相談できるよう、引き続き、

障害者地域生活支援センターの職

員の質の向上に取り組みます。 

□ 
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長とか、職員に、戻って来てほし

い。 

第２章 基本理念と計画の構成 

第３章 計画期間に進める施策の展開 

 施策１ 障害福祉サービス基盤の整備と住まいの確保 

5 素案の内容を実行するために

は、専門知識を持つ志の高い人の

手が必要だが、福祉の仕事は多く

が低賃金であり、短期雇用の人が

大勢いる。障害者福祉に従事する

人の賃金アップと雇用の安定を、

練馬区として推進してほしい。 

障害福祉サービス事業者連絡協

議会等と連携し、就職セミナーや

求職者と事業者との出会いの場を

提供する就職相談会等を開催して

います。 

練馬福祉人材育成・研修センタ

ーでは、介護・障害福祉サービス事

業者の人材定着を支援するため、

仕事上やプライベートにおける悩

みを 24 時間相談できる窓口を設

置しています。 

引き続き、人材の確保や働きや

すい環境づくりを支援していきま

す。 

また、国は障害福祉サービスの

報酬改定等により、事業所職員の

処遇改善について取組を進めてい

ます。 

□ 

6 実際に現場で対応にあたってい

る方の所得を上げてほしい。優秀

な人材が確保出来なくなる上に、

良いノウハウが受け継がれないと

思う。 病院内で起きて、問題にな

っている虐待の一つの理由に、人

手不足が話題になっているが、地

域に移行しても、成り手がなけれ

ば、同じ問題が起こる可能性があ

る。 

練馬福祉人材育成・研修センタ

ーでは、介護・障害福祉サービス事

業者の人材定着を支援するため、

仕事上やプライベートにおける悩

みを 24 時間相談できる窓口を設

置しています。 

引き続き、働きやすい環境づく

りを支援していきます。 

また、国は障害福祉サービスの

報酬改定等により、事業所職員の

処遇改善について取組を進めてい

ます。東京都では、障害福祉サービ

ス等職員居住支援特別手当事業を

□ 
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開始する予定です。 

7 今回の福祉計画、素晴らしい計

画だと思う。 

 誰一人取り残さない計画。期待

している。人手不足が取り沙汰さ

れている中、頑張っている現場の

方々には、頭が下がる。支援者が、

孤立しないで、楽しく仕事ができ

るシステムをお願いする。 

計画策定にあたり、障害者団体

への意見聴取など当事者や関係団

体、事業者から幅広く意見を伺い

ました。今後、計画に掲げた取組を

着実に実行していきます。 

 また、練馬福祉人材育成・研修セ

ンターでは、介護・障害福祉サービ

ス事業者の人材定着を支援するた

め、仕事上やプライベートにおけ

る悩みを 24 時間相談できる窓口

を設置しています。 

引き続き、働きやすい環境づく

りを支援していきます。 

〇 

8 医療的ケアが必要な人達への支

援として、住み慣れた地域で暮ら

し続けることを取り上げていただ

いたことに感謝する。 

 どんなに障害が重くても、住み

慣れた地域で安心して暮らし続け

られるよう、引き続きサービス基

盤の整備に取り組みます。 

〇 

9 医療的ケアが必要な重症心身障

害児者が利用する短期入所は、病

院機能がある施設でなければ安心

して利用できない。重症児者本人

の命と生活を守り、住み慣れた練

馬区で親子で生活し続けられるよ

う療養介護型の入所施設も考えて

くださるようお願いする。 

 

 人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設には、ショートステイの整備に

向け調整を進めます。その他の機

能については、引き続き検討を進

めます。 

△ 

10 新規事業として、三原台二丁目

用地を活用した医療的ケアが必要

な人も含めた日中活動の場や家族

の負担軽減も見据えた多機能型施

設を誘致することに期待する。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設では、重症心身障害者の通所事

業を実施する他、医療的ケアに対

応したショートステイの整備に向

け調整を進めます。 

〇 

11 重症児者の通所に力を入れて取

り組んでいる練馬区に、入所施設

 人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ
△ 
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をと望まずにはいられない。 

 光が丘病院にも重症児者のショ

ートステイも近々始まるとは思う

が、重症児者施設の必要性を是非

に検討していただきたい。 

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設の機能については、検討を進め

ます。 

 どんなに障害が重くても、住み

慣れた地域で安心して暮らし続け

られる環境を整備するため、利用

者やご家族のご意見を伺いなが

ら、取組を進めていきます。 

12 重症心身障害者の通所定員の拡

充を図ってくださるようお願いす

る。 

 現在、区立の重症心身障害者通

所事業所では、利用希望者が定員

を上回っているため、利用回数を

週３回に制限して実施していま

す。今後は、希望する方が週５回通

所できるよう、新規施設の開設や

既存施設の改修などにあわせ、重

症心身障害者通所事業の定員の拡

大を図ります。 

〇 

13 医療的ケア児のインクルーシブ

な生活環境や学校教育を推進する

ことにより、障害者理解が推進さ

れる練馬区となり、多様性を理解

する区民が増えることを願ってい

る。 

 

計画では、基本理念として障害

のある方の一人ひとりの人権を尊

重し、どんなに障害が重くとも、地

域のなかで自立して暮らしつづけ

ることができる共生社会を目指し

ています。 

また、区では、様々な機会を捉え

障害の理解に向けた啓発事業等に

取り組んでいます。令和４年度に

作成した「障害者とのコミュニケ

ーションガイドブック」の活用等

引き続き障害者に関わる団体や事

業者との協働で、障害理解の促進

に取り組みます。 

〇 
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14 三原台二丁目に新設予定の施設

では、具体的にどのような家族支

援を行う予定か。 

 今後新設予定のショートステイ

可能な施設については、医療的ケ

アの有無にかかわらず利用を希望

する人は利用できるようにしてほ

しい。 

 医療的ケアがなくても、重度の

障害がある人もいるので、看護師

が常駐してくれると大変ありがた

い。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設では、ショートステイの整備に

向け調整を進めます。ショートス

テイの利用対象者や看護師の配置

などについては、引き続き検討を

進めます。 

  

 

△ 

15 グループホームは今後ぜひ増設

していただきたいと思います。親

も高齢化しているため、杉並区の

ように、高齢者と障がいのある人

が同じ場所で生活できるような施

設が練馬区内にもあると助かりま

す。 

令和３年２月、北町に重度障害

者グループホーム「ゆめの園上宿

ホーム」を開設しました。令和７年

度には旧石神井町福祉園用地に重

度障害者グループホームを開設す

る予定です。 

障害者の重度化・高齢化やご家

族の高齢化については、課題とし

て認識しており、ご意見を参考に

障害者施策の充実に取り組んでい

きます。 

〇 

16 18 歳以下である肢体不自由児が

利用できるショートステイの施設

の増設、障がいの特性について知

識のある職員の配置をお願いす

る。 

 

 令和３年２月、北町にショート

ステイを併設した重度障害者グル

ープホーム「ゆめの園上宿ホーム」

を開設し、肢体不自由児の受入れ

を行っています。 

 また、旧石神井町福祉園用地に

整備予定の重度障害者グループホ

ームでもショートステイを併設す

る予定です。ショートステイの対

象者や、適切な支援を実施するた

めの職員体制等について、事業所

と協議を行います。 

〇 
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17 毎日の入浴を強く希望する。障

がいがあり介助が必要だとして

も、入浴にて生活を保つことは平 

等である。 

 障害者が身近な施設で入浴サー

ビスを受けられるよう、令和５年

１月に開設した Leaves 練馬高野

台等では、入浴サービスを実施し

ています。今後、区立施設の民営化

等に合わせ入浴サービスの拡大を

検討します。検討の方向性がより

分かりやすく伝わるよう、記載を

修正します。 

◎ 

18  区は知的障害者・重度障害者に

関する施策に力を入れているが、

精神障害者に関する施策が弱いと

感じる。精神障害者支援に関して、

病院・民間福祉サービス事業所と

の連携等に力をいれるとともに、

迅速に適切に対応できる人材育成

に努めてほしい。 

 

 区では、平成 27 年度からアウト

リーチ事業として保健師に加え地

域精神保健相談員の訪問支援を行

っています。病院、民間事業所との

連携としては、昭和 60 年から区内

４か所で地域精神保健福祉関係者

連絡会を年に２～３回開催してい

ます。 

 区は、精神障害者への支援も重

点課題と捉えています。国からも

長期入院患者を地域で受け入れる

体制づくりを求められており、長

期入院患者の地域移行、地域定着

支援のため、医療・福祉等関係団体

などに調査を行いその調査結果等

を踏まえ、精神障害者への支援を

検討し実施していきます。 

〇 

19 精神障害者が利用できる生活介

護が必要である。関町福祉園に生

活介護事業所を誘致する際、精神

障害者も通所できるよう検討して

ほしい。 

関町福祉園用地に誘致する生活

介護事業所の利用対象者は、現在

の関町福祉園と同様とすることを

予定しています。 

※ 

20 新しい施設を増やすことによ

り、人材確保が追い付かないこと

が予想される。区内在住者だけで

なく、区外在住者に練馬区で働い

区では練馬福祉人材育成・研修

センターを設置するなど、人材育

成に積極的に取り組んでいます。

区内の事業所は、障害福祉サービ

ス事業者連絡協議会などを通して

〇 
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てもらう仕組みが必要ではない

か。 

事業所間の連携も取れており、働

きやすい環境であることを区外在

住者にもアピールできるよう検討

していきます。 

また、東京都の令和６年度予算

案の発表で、介護職員への住宅補

助制度を新規に実施することが発

表されました。今後示される詳細

について、周知を図っていきます。 

現在、練馬光が丘病院跡施設に

おいて、令和７年度の開設を目指

し、介護福祉士養成施設の整備を

進めています。卒業後、区内障害福

祉サービス事業所への就職、定着

を誘導するため、都の就学金貸付

制度の活用、学生と区内事業所の

面接会を行い、マッチングを支援

します。 

21 練馬光が丘病院跡施設に開設を

予定している介護福祉士養成施設

卒業生を区内事業所に就職し、定

着することを誘導する仕組みを検

討している。この対象施設は、区立

の事業所を想定しているのか。 

 区立に限らず、区内の事業所を

対象としています。 

〇 

22 区立施設の民営化は、時代の流

れでやむを得ない。一方、現場を知

らない職員が増えることによる区

職員の質の低下に懸念を感じる。 

障害者福祉施設においては、利

用者の高齢化や障害の重度化な

ど、区民ニーズの変化に応じてサ

ービスをより充実させていくこと

が求められます。 

民間事業者が運営することによ

り、制度の設計やサービス内容に

ついて、事業者自らの創意工夫を

柔軟に反映することが可能です。 

民間事業者が施設の運営を担う

に当たっては、区は、事業所の運営

状況の定期的な確認を行うほか、

□ 
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必要な支援や指導により、サービ

ス水準を維持・向上させていきま

す。 

なお、現在、区の福祉職の多く

は、福祉園の他、福祉事務所や子ど

も家庭支援センター等の相談支援

の現場を担っています。今後も現

場を知る機会を設けることで、障

害者支援に関するノウハウを維

持・向上していきます。 

23 区が誘致する重度障害者グルー

プホームに入居できる人は限られ

ている。ニーズに応じて必要な支

援が作られていく仕組みにするた

め、民間事業者が積極的に参入し

たいと思えるような環境整備が必

要ではないか。 

重度障害者グループホームは手

厚い職員体制が必要となり、給付

費のみでは不足することから、区

では、グループホーム運営費の一

部を補助する制度を設けていま

す。重度障害者グループホームの

整備を促進するため、事業者から

のご意見を踏まえ、必要な制度に

ついて検討していきます。 

△ 

24 旧石神井町福祉園用地に誘致す

る予定の重度障害者グループホー

ムの対象は、重度知的障害者に限

定されているのか。肢体不自由の

方の入居はできないのか。 

 旧石神井町福祉園用地に誘致す

るグループホームの対象者は、重

度の知的障害または知的障害と身

体障害の重複する方を予定してい

ます。 

今後、事業者が入居募集説明会

を実施する際には、対象者を具体

的にご説明する予定です。 

― 

25 グループホームでの虐待が相次

いでおり、質の担保は喫緊の課題

である。計画では第三者評価の費

用を助成するとあるが、既にグル

ープホームの第三者評価受審は義

務化されている。費用の助成は経

営上のメリットにはなりえても、

質の担保向上にはつながらないの

ではないか。 

区では、第三者評価受審が質の

確保につながるよう、費用の補助

を行った事業所に対し、評価の結

果を受けた改善に向けた取組の確

認や支援を実施することを予定し

ています。検討の方向性がより分

かりやすく伝わるよう、記載を修

正します。 

◎ 
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26 医療的ケアが必要な方の通いの

場の充実について、今まで、医療的

ケアが必要な方への支援は、区が

中心になってきた。区が長年蓄積

したノウハウをもとに、民間事業

者に対して医療的ケアが必要な方

への支援体制をバックアップする

仕組みを整えてほしい。 

令和 5 年 1 月に開設した民設民

営の Leaves 練馬高野台では、医療

的ケアが必要な重症心身障害者の

通所事業を実施しています。 

今後も民間事業者と区が連携し

て、医療的ケアが必要な方の日中

活動の場を充実していきます。 

△ 

27 「共生社会をめざす」ためには、

分けない教育が必要だと思う。ま

た、「自立」に必要なのは何でも一

人でできる力ではなく、どれだけ

多くの人と繋がれるかがポイント

になると思う。「自立生活を支援」

する「地域のネットワーク」意識

は、大人になって急に強化される

べきものではなく、子どもの頃か

らの「共生」により、徐々に育まれ

るのだと思う。「共生社会」の前に、

「共生地域」をつくることをめざ

す福祉と教育の連携を切に望む。 

区では、障害の程度に応じた学

習環境を整え、個々の児童生徒の

状況に応じた教育を行っていま

す。また校内での共同学習や副籍

交流を通じて、共に学び、障害理解

を深める学習に取り組んでいま

す。児童生徒が将来、地域社会の担

い手となり、共生社会を実現でき

るよう、引き続き教育活動を推進

していきます。 

 

□ 

28 三原台２丁目用地を活用した多

目的施設の誘致について、練馬区

内にぜひ医療的ケアにも対応した

入所施設の設置をお願いする。重

症心身障害児者が暮らしなれた地

域で、末永く暮らせるように、ま

た、医療的ケアがあるため在宅生

活に疲弊している親のために、ぜ

ひ早期の設置をお願いする。 

 人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設の機能については、検討を進め

ます。 

△ 

29 福祉園等における重症心身障害

者の通所定員拡大について、医療

的ケアのある利用者のための施設

活用化については、定員と実際の

通所可能人数に差があり、今後の

学校卒業予定者には、通所できな

 現在、区立の重症心身障害者通

所事業所では、利用希望者が定員

を上回っているため、利用回数を

週３回に制限して受入れを行って

います。今後は、希望する方が週５

回通所できるよう、新規施設の開

〇 
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いかもしれないと危機感がある。

書類上の定員拡大だけではなく実

際の通所可能人数の拡大も検討し

てほしい。 

設や既存施設の改修などにあわ

せ、定員の拡大を図ります。 

 

30 医療的ケアに対応したショート

ステイの拡大について、今年度光

が丘病院にて開始していただき感

謝する。現在 15 歳以下が対象とな

っているが、ぜひそれ以上の年齢

の子に対しての拡大も検討してい

る。 

令和４年 11 月、練馬光が丘病院

において障害児の医療的ケアに対

応したショートステイを開始しま

した。現在は、対象を 15 歳までと

しています。成人への拡大につい

ては、引き続き、病院と協議してい

きます。 

 また、三原台二丁目用地に誘致

する施設では、家族の負担軽減を

図るため、医療的ケアに対応した

ショートステイの整備を検討しま

す。 

〇 

31 特別支援学校卒業後の福祉園の

定員を確保していただきたい。特

に医療的ケアがあっても希望する

日数通えるようにお願いする。 

 民営化しても活動内容、支援の

質の低下がなく、呼吸器、気管切開

など重度の医療的ケアがあっても

受け入れられる、重症心身障害児

者を理解している事業所の選定を

お願いする。 

  

 現在、区立の重症心身障害者通

所事業所では、利用希望者が定員

を上回っているため、利用回数を

週３回に制限して実施していま

す。今後は、希望する方が週５回通

所できるよう、新規施設の開設や

既存施設の改修などにあわせ、定

員の拡大を図ります。 

 三原台二丁目施設を整備・運営

する事業者は来年度の選定を予定

しています。法人の医療的ケア等

の事業実績や経営面を重視するこ

とで、適切かつ安定した運営を長

期間継続できる事業者を選定して

いきます。 

〇 

32 練馬区内に、医療的ケアがある

成人にも対応したショートステイ

先を確保してほしい。 

三原台二丁目用地に誘致する施

設では、家族の負担軽減を図るた

め、18 歳以上の方も対象とした医

療的ケアに対応したショートステ

イの整備に向け、調整を進めます。

◎ 
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整備の方向性がより分かりやすく

伝わるよう、記載を修正します。 

33 重症心身障害児は、いずれ入所

させる時がくる。親が高齢になっ

ても会いに行かれるように、ぜひ

練馬区内に入所施設を作っていた

だきたい。 

 

人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設に整備する機能については、引

き続き検討を進めます。 

△ 

34 三原台二丁目用地において、医

療的ケアが必要な者のための多機

能型施設を整備していただけると

の事で、とても感謝している。 

 福祉園のない日や夕方などでも

何か活動のできる場所があると本

人の体力維持にもなると思う。ま

た、親が病院に行きたい場合も、医

療的ケアがあっても日中一時支援

やショートステイが利用できると

ころを作ってほしい。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設には、医療的ケアに対応したシ

ョートステイの整備に向け、調整

を進めます。 

 医療的ケアがあっても利用でき

る日中一時支援事業や、福祉園等

における所定の利用時間後に施設

を活用した居場所の提供について

検討します。検討の方向性がより

分かりやすく伝わるよう、記載を

修正します。 

◎ 

35 医療的ケアが必要な方への支援

の充実に「医療的ケアが必要な方

の(省略)～家族の支援」とあるが、

家族の支援は、対象者が医療的な

ケアがある方のみか。また、サービ

スは短期入所のみか。他のサービ

スは検討されているのか。 

 医療的ケアに対応したショート

ステイについては、多くのご要望

を頂いていることから、三原台二

丁目用地に誘致する施設において

も整備に向け、調整を進めます。 

 その他のサービスについては、

引き続き検討を行います。 

△ 

36  医療的ケアに関して、ダイアッ

プ（抗けいれん剤・座薬）を使用し

ており、日中一時支援のサービス

が利用できないことが多い。軽度

の医療的ケアが必要な対象者につ

いても検討してほしい。 

 医療的ケアが必要な障害児者が

利用できる一時預かり事業の実施

に向けた検討を進めます。検討の

方向性がより分かりやすく伝わる

よう記載を修正します。 

 

◎ 
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37  重症心身障害者の方については

通所日数を３日から５日へ増やす

計画をしているが、谷原フレンド

は週３日の通所であるため、同様

の施設をもう一か所つくってもら

い、週５日通所したい。 

 区立福祉園等では、重症心身障

害者通所事業を除き、通所日を週

５日としていますが、谷原フレン

ドでは週３日としています。通所

日については様々なご要望がある

ことから、一人ひとりの状態やご

希望に沿った柔軟な利用ができる

仕組みについて検討します。 

△ 

38 親の入院等、緊急時にショート

ステイの利用が可能な施設はどこ

か。 

区では、障害者の重度化・高齢化

や「親亡き後」を見据え、地域生活

支援拠点を整備しています。緊急

時のショートステイは、ゆめの園

上宿ホームや大泉つつじ荘、区立

しらゆり荘で利用が可能です。 

□ 

39 グループホームからＢ型事業所

への送迎で移動支援を利用するこ

とができるようにしてほしい。 

就労継続支援 B 型事業所の利用

者について、自分で通所できる方

を想定していることから、原則、移

動支援は利用できません。ただし、

例外として、自宅やグループホー

ムからの利用が認められる場合が

ありますので、管轄の総合福祉事

務所にお問い合わせください。 

△ 

40 高齢化しており、今後親子で一

緒に入れる福祉施設を作ってほし

い。 

 障害者施設と高齢者施設を一体

的に整備するには、財源や人材、運

用面も含め様々な課題がありま

す。障害者の重度化・高齢化、家族

の高齢化は課題として認識してお

り、様々な取組を進めています。ご

意見を参考に今後も障害者施策の

充実に取り組んでいきます。 

※ 

41 医ケアの短期入所施設が増加し

ているのはありがたい。医療的ケ

アといえば重心の方や動けない方

の印象が強いが、中には医ケアが

あっても動くことができる人もお

り、そのような人が利用できるよ

医療的ケアに対応した新たなシ

ョートステイを整備する際など

に、動くことのできる医療的ケア

が必要な障害者も受入れができる

よう、事業者に働きかけていきま

す。 

△ 
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うな短期入所施設はあるのか。 

42 貫井福祉園を利用している娘

が、いつまで福祉園に在籍できる

か、また、グループホームに入った

際に何歳までグループホームにい

られるかなど将来に対する不安を

抱えている。このような当事者の

不安に関してどのようにお考え

か。 

障害者の高齢化は、重要な課題

であると認識しています。例えば、

高齢化に伴う障害福祉サービスか

ら介護保険制度への移行に関する

課題があります。障害者計画では、

相談支援体制を強化し、介護保険

のケアマネジャーとの連携強化に

ついて位置付けています。 

国の制度では、65 歳になると介

護保険制度が原則的に優先される

ため、重複するサービスについて

は障害福祉サービスから介護保険

サービスへの移行を検討すること

となります。ただし、就労継続支援

などの障害福祉サービスにしかな

いサービスは、65 歳以降も引き続

き利用できます。また、福祉園やグ

ループホームの利用継続について

も、個々の障害者の状況を踏まえ、

柔軟な対応が必要だと考えていま

す。引き続きご相談に丁寧に対応

していきます。 

□ 

43  昨年、１か月間入院する必要が

あり、子の世話が出来なくなるた

め福祉事務所に短期入所の利用を

相談した。しかし、「１週間ずつ違

う施設を利用すれば、１か月の間

預けることが出来る」との返答だ

った。仕方なく、高齢の母親に預け

ることになったが、状況に応じて

柔軟に対応してもらえるようルー

ルを検討してほしい。 

 ショートステイは、連続して１

週間以上利用することが出来ます

が、施設の空き状況によっては、同

じ施設を連続して利用できない場

合があります。 

令和３年２月、北町に開設した

重度障害者グループホーム「ゆめ

の園上宿ホーム」では、ショートス

テイを併設しています。 

旧石神井町福祉園用地に整備予

定の重度障害者グループホームに

おいても、ショートステイを併設

する予定です。 

□ 
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 今後も、ショートステイ事業所

の充実に取り組んでいきます。 

44 ショートステイの受入れ場所が

少なく、苦労している。 

 令和３年２月、北町に開設した

重度障害者グループホーム「ゆめ

の園上宿ホーム」では、ショートス

テイを併設しています。 

 旧石神井町福祉園用地に整備予

定の重度障害者グループホームに

おいても、ショートステイを併設

する予定です。 

 今後も、ショートステイ事業所

の充実に取り組んでいきます。 

〇 

45 生活介護事業所に民営化につい

て、区立福祉園を廃止する方向性

が示されているが、区が現場を手

離すことの影響を懸念する。事業

者、利用者それぞれの立場を理解

し、区の福祉施策の立案や人材育

成などにつなげるためにも区立の

福祉園の役割は重要であると考え

る。 

また、災害時に余裕を持った福

祉避難所運営が求められると考え

た時に、福祉園の廃止で受け入れ

枠が縮小しないか懸念する。 

 障害者福祉施設においては、利

用者の高齢化や障害の重度化な

ど、区民ニーズの変化に応じてサ

ービスをより充実させていくこと

が求められます。 

 民間事業者が運営することによ

り、事業者が自らの創意工夫を柔

軟に、迅速にサービスに反映する

ことが可能です。 

 民間事業者が施設の運営を担う

に当たっては、区は、事業所の運営

状況の定期的な確認を行うほか、

必要な支援や指導により、サービ

ス水準を維持・向上させていきま

す。 

 なお、現在、区の福祉職の多く

は、福祉園の他、福祉事務所や子ど

も家庭支援センター等の相談支援

の現場を担っています。今後も現

場を知る機会を設けることで、障

害者支援に関するノウハウを維

持・向上できるよう取り組んでい

きます。 

 福祉避難所については、区立施

― 



17 
 

設の他、田柄福祉園や Leaves 練馬

高野台等の民設民営の障害者施設

と、福祉避難所の開設に関する協

定を結んでいます。今後も福祉避

難所の充実に努めます。 

46 練馬区に、医療的ケアが必要な

利用者のための施設を作っていた

だきたい。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設では、生活介護事業や重症心身

障害者通所事業を実施するほか、

医療的ケアに対応したショートス

テイの整備に向け、調整を進めま

す。 

 今後も、どんなに障害が重くて

も、住み慣れた地域で安心して暮

らし続けるためのサービス基盤の

整備に取り組みます。 

〇 

47 
家族の就労が継続できるように

日中活動後の支援だけでなく、中

高生の学校の長期休業中に朝から

支援が受けられるように対応を検

討してほしい。 

中高生の学校長期休業中の支援

については課題と認識していま

す。放課後等デイサービスを新規

で整備する事業者に対し、学校長

期休業中の支援の充実を望む声が

あることを伝えます。 

△ 

48 障害児への具体的な支援内容と

対応可能な幼稚園、保育園、学校が

どこかも含めて教えてほしい。ま

た、それを区内全域に広めてほし

い。 

教職員やフォローする側の負担

も分散して子供に対する支援内容

をより丁寧にその子に応じたもの

にしてほしい。 

安全に安心して日常生活を送れ

るよう、現在、幼稚園・保育園・学

校・学童クラブで４医療行為（喀痰

吸引・経管栄養・導尿・血糖値測定

およびインスリン投与）の処置に

対して、看護師や訪問看護ステー

ションを配置し、支援を行ってい

ます。 

 区立幼稚園・区立小中学校は全

園・全校で医療的ケア児の受入れ

を行っています。区立保育園にお

いて現時点では、指定８園で医療

的ケア児の受入れを行っていま

す。 

 安全にお預かりするために、関

〇 
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係医療機関、保護者、園・学校、教

育委員会で連携支援会議を行い、

成長に合わせた支援を実施してい

ます。また職員・教員等に研修を行

い、資質向上を図っています。 

49 三原台二丁目用地での多機能型

施設について、定員は何名になる

のか。そのうち、医療的ケアが必要

な方は何名か。 

定員については、大泉学園町福

祉園と同規模とすることを予定し

ています。なお、重症心身障害者通

所事業の定員は、現在の７名より

増やすことを検討しています。 

― 

50 三原台二丁目用地での多機能型

施設において、現在福祉園に通所

している医療的ケアが必要な方

を、しっかり支援できる事業者を

選定してほしい。 

三原台二丁目用地に誘致する施

設の事業者選定は、来年度を予定

しています。選定にあたっては、法

人の医療的ケア等の事業実績や経

営面を重視することで、適切かつ

安定した運営を長期間継続できる

事業者を選定していきます。 

△ 

51 三原台二丁目用地での多機能型

施設において、15 歳以上でも利用

できる医療型ショートステイを開

設してほしい。 

 

成人を対象とする医療型的ケア

に対応したショートステイについ

ては、多くのご要望を頂いている

ことから、三原台二丁目用地に誘

致する施設においても整備に向

け、調整を進めます。整備の方向性

がより分かりやすく伝わるよう、

記載を修正します。 

◎ 

52 三原台二丁目用地での多機能型

施設で医療的ケアが必要な方の通

所事業を行う際には、事業者が報

酬の面で困らないよう、区が支援

してほしい。 

三原台二丁目用地に誘致する施

設では、区立福祉園と同等以上の

サービス水準を求めることから、

障害福祉サービスの給付費だけで

は運営が困難なことが予測されま

す 。 令 和 ５ 年 １ 月 に 開 設 し た

Leaves 練馬高野台と同様、安定し

た運営を確保するため、必要な経

費の一部を区が補助することを検

討します。 

 

△ 
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53 精神障害者のみならず知的障害

者の地域移行についても計画に記

載してほしい。 

また、区内の入所施設を地域移

行型に転換する予定はないのか。 

 第七期障害福祉計画（素案）にお

いて、地域移行支援の供給見込み

量を 1 か月あたり４名としていま

す。 

区内入所施設の地域移行型への

転換については、現在のところ予

定はありませんが、グループホー

ムの整備等を通じ、知的障害者の

地域移行に取り組んでいきます。 

〇 

54 区内にある入所施設の広大な敷

地を活用する等して、入所施設を

増やしてほしい。 

国や東京都は、入所施設から地

域移行へという方針を示していま

す。 

区としては、重度障害者グルー

プホームの整備を積極的に進めて

おり、障害者が住み慣れた地域で

暮らし続ける環境を整備していま

す。 

人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

△ 

55 医療的ケアが必要な障害者や重

症心身障害者にとっては、入所施

設が必要である。ぜひ、三原台の施

設に重症心身障害者の入所施設を

整備してほしい。 

 人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

三原台二丁目用地に誘致する施

設の機能については、検討を進め

ます。 

どんなに障害が重くても、住み

慣れた地域で安心して暮らし続け

られる環境を整備するため、利用

△ 
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者やご家族等のご意見を伺いなが

ら、取組を進めていきます。 

56 地域移行を促進するためにも、

グループホームの質の確保を図ら

れたい。 

今回改定する障害者計画（素案）

において、グループホームの質の

確保・向上を図るため、新たに、グ

ループホームの運営事業者が第三

者評価を受審するための費用の補

助を位置付けました。 

〇 

57 現在、地域生活支援拠点（多機能

型）では、24 時間の電話相談や緊

急時対応が行われているが、周知

が十分とはいえない。広く周知を

お願いしたい。 

現在、地域生活支援拠点に関す

るチラシを作成し、総合福祉事務

所等で配布しています。更なる効 

果的な周知については、ご意見を

踏まえながら行っていきます。 

△ 

58 練馬光が丘病院跡施設において

介護福祉士養成施設が開設される

が、介護福祉士の養成は、どのよう

な形を考えているのか。専門学校

のようなものなのか。 

練馬光が丘病院跡施設において

整備する介護福祉士養成施設は、

介護福祉士の資格を取得するため

の専門学校です。学校法人慈誠会

学園が設置・運営し、令和７年度の

開設を目指し整備を進めていま

す。 

〇 

59 障害者が地域で暮らし続けられ

る基盤の整備とあるが、グループ

ホームの数は増加しているが、少

数しか暮らすことのできないグル

ープホームでは重度障害者などを

補いきれていないように感じる。

新しく大型の入所施設を作ること

はできないのか。 

国や東京都は、入所施設から地

域移行へという方針を示していま

す。 

区としては、重度障害者グルー

プホームの整備を積極的に進めて

おり、障害者が住み慣れた地域で

暮らし続ける環境を整備していま

す。 

人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

 

△ 
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 施策２ 相談支援体制の強化 

60 基幹相談支援センターが基幹相

談になっていない。信頼関係を築

ける相談体制が必要。障害者の声

を受け止め聞いてほしい。 

障害特性に応じた丁寧な対応に

努めるとともに障害のある方が安

心して相談できるよう、引き続き、

障害者地域生活支援センターの職

員の質の向上に取り組みます。 

〇 

61 将来への不安等について相談で

きる場所はどこか。 

区内に４か所設置している障害

者地域生活支援センターでご相談

を承ります。一人ひとりの相談に

寄り添い職員が一緒に考えていき

ます。 

〇 

62 当事者を頂点とした、地域相談

支援の充実や連携の強化も並行し

てお願いする。 

多様化・複雑化するニーズに適

切に対応できるよう、地域におけ

る相談支援の中核施設である基幹

相談支援センターの相談支援体制

の充実・強化について検討します。 

〇 

施策３ 就労支援の充実 

63 障がい者作業所の賃金を上げて

ほしい。 

 

区は、障害者施設の自主生産品

の販路拡大や、経営コンサルタン

トの派遣など、障害者施設の工賃

の向上に向けた取組を行っていま

す。これらの取組に加え、ＩＣＴの

導入支援や共同受注の推進等を通

じ、更なる工賃向上に取り組んで

いきます。 

〇 

64 就労支援の充実を望む。是非、レ

インボーワークの人員を拡充して

無理なく就労が継続できるよう期

待している。 

 

就労の継続には就労初期の集中

的な支援が特に重要であると考え

ています。レインボーワークの体

制強化により、障害者の就労定着

を支援する初期集中支援事業を強

化することを計画しています。就

職者、雇用者双方にアプローチし、

課題解決や職場環境調整を行いま

す。 

〇 

65 チャレンジ雇用について月 120

時間の勤務を求められるが、本人

業務協力員の採用は、一般企業

等への就職実現を目指し、自治体
□ 
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の状況に応じた柔軟な時間設定な

どの対応をしてもらいたい。 

における業務経験を提供すること

を目的に実施しています。その趣

旨に基づき、勤務時間を１日７時

間 30 分、月 16 日を原則としてい

ます。 

 なお、実際の勤務においては、

個々の障害特性や健康状態に配慮

し、勤務時間数を調整する等の対

応をしています。 

66 やりがいをもって働くことがで

きているかは本人の話を丁寧に聞

くことが重要。働き方の評価を工

賃だけではなく、本人の状況の中

身をみて評価してもらいたい。本

人支援について区独自の補助等に

より評価してもらいたい。 

障害者施設においては、利用者

の個々の状況に応じて、やりがい

を感じられる作業の充実に取り組

んでいると認識しています。 

一方、障害のある方は個別性が

高いことから、支援の内容や質の

評価については基準を設けること

が難しく、区が補助制度を設ける

ことは困難だと考えています。 

※ 

67 障害者雇用で10年仕事をしてい

る。業務内容や就労の目的等に疑

問を感じても相談できる場がな

い。就労後のフォローアップにつ

いて初期だけでなく同じ場所で就

労し続けている人についても考え

てほしい。 

就労している障害のある方が相

談できる場として、障害者地域生

活支援センターやレインボーワー

クがあります。仕事や生活のこと

など、ご相談いただくことができ

ますのでご利用ください。 

□ 

68 重度障害者等就労支援事業で

は、同行援護を使えるようになる

のか。 

 重度障害等就労支援事業は、重

度訪問介護、同行援護、行動援護を

使っている方が対象となります。

また、重度訪問介護、同行援護、行

動援護の指定を受けた事業所が、

通勤支援や職場等における支援を

行います。 

 なお、重度障害者等就労支援事

業は、雇用施策との連携で行う事

業です。企業が障害者雇用納付金

制度に基づく助成金を活用しても

― 
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なお支障が残る場合や、重度障害

者等が自営業者等として働く場合

で、区が必要と認めた場合に当事

業で支援します。 

69 就労サポートねりま（貫井福祉

工房）の利用に年齢制限はあるの

か。 

 国の制度では、65 歳になると介

護保険制度が原則的に優先される

ため、重複するサービスについて

は障害福祉サービスから介護保険

サービスへの移行を検討すること

となります。ただし、就労継続支援

などの障害福祉サービスにしかな

いサービスは、65 歳以降も引き続

き利用できます。 

 就労移行支援サービスを提供し

ている就労サポートねりまは、原

則 65 歳未満の方を対象としてい

ますが、一定の要件を満たした場

合は、65 歳以上の方もご利用いた

だけます。 

― 

70 工賃向上を目的とした経営コン

サルタント支援事業は意義があ

る。コンサルタントを入れること

で、事業者はどの程度の費用負担

がかかるのか。 

 事業所の費用負担は発生しませ

ん。区が契約したコンサルタント

を、希望する事業所に派遣します。 ― 

71 障害者優先調達推進法に基づく

区の障害者就労施設等からの物品

等の調達の規模はどの程度か。 

 令和４年度は約２億 4,500 万円

の実績がありました。例年、都内自

治体の中で上位の実績を上げてい

ます。 

― 

施策４ 障害児の健やかな成長を支援 

72 ユニバーサルデザイン体験教室

ではなく、障害当事者による出張

授業を求める。肢体不自由や視覚

障害の状態を一時的に体験して

も、障害のある児童のおかれた困

難について学ぶことにはならな

い。ユニバーサルデザイン体験は、

ユニバーサルデザイン体験教室

は、障害の有無や年齢、国籍、性別

の違いなど多様な人がいることを

知り、それぞれが抱える困難の違

いに気づき、行動できる人となる

ことを目指しています。授業では、

当事者講師との交流やユニバーサ

〇 
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知的障害や精神障害の理解にほと

んど何の効果もない。 

 

ルスポーツなどの体験を行い、配

布する資料では、身体障害の方だ

けではなく、外見からではわかり

にくい障害のある方への配慮につ

いても学べるものとなっていま

す。 

 また、区内の知的障害や精神障

害、身体障害等各団体が行う障害

理解の出前授業の活用について、

各小中学校への勧奨も行っていま

す。 

73 障害者団体による小中学校への

訪問授業の実施やユニバーサルデ

ザイン体験教室について、児童生

徒の「障害理解」と、教職員の「障

害理解」について、文をわけ、それ

ぞれの目標を定めてほしい。 

こどもの発達段階に合わせた

「障害理解」は学校教育の中に位

置づけることが可能であるため、

障害当事者による訪問授業に一定 

の意味はあると思う。 

一方、学校で障害児者に対応す

る教職員には、障害者差別解消法

の定める合理的配慮提供義務を遂

行する責任がある。学校教職員に

対しては、専門的な知識を持つ人

から合理的配慮について学ぶ機会

を提供することが必須である。 

 障害者団体による小中学校への

訪問授業やユニバーサルデザイン

体験教室は、児童生徒だけでなく、

教職員が障害理解を深める貴重な

機会となります。本取組以外にも、

教職員に対しては、専門的な知識

を有する方から障害者差別解消法

等について学ぶ研修の機会を別途

設けており、障害児への対応等に

ついての理解を深めています。 

 

□ 

74 「きょうだい児」に向けた取組

の開始に期待する。こどもが障害

のある家族のケアを担うことを美

談とするような家族主義に陥らな

い方針を堅持することを求める。

こどもの権利について深い理解の

きょうだい児は、自らも成長・発

達の途上にあるため、心のケアも含

めた丁寧な支援を検討していきま

す。  

 また、きょうだい児の中には、ヤ

ングケアラーとなっている児童も

いると考えています。区は、子ども

〇 
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ある大人が責任をもつ体制での運

営を望む。 

家庭支援センターにヤングケアラ

ーコーディネーターを配置し、個々

の状況に応じた支援につなげます。 

75 自立はなんでも一人でやること

ではなく互いを助け合うことで共

生につながる。共生社会につなげ

るためには障害児を分けない教育

が必要である。 

区では、障害の程度に応じた学

習環境を整え、個々の児童生徒の

状況に応じた教育を行っていま

す。また校内での共同学習や副籍

交流を通じて、共に学び、障害理解

を深める学習に取り組んでいま

す。 

□ 

76 障害児のきょうだい児支援につ

いて、民間の事業者に協力依頼す

る場合には、区として活動を補助

する仕組みが必要である。 

きょうだい児は自らも成長・発

達の途上にあり心のケアも含めた

丁寧な支援を検討していきます。

事業実施に向け、実施体制や実施

場所等について、検討を進めます。 

△ 

77 子ども施策なのに、学校や教育

についての取組が不十分と考え

る。障害があってもなくても共に

学ぶ教育環境の整備が必要。その

ための保護者の意識改革、人権意

識の醸成も区の役割ではないか。 

区では、障害の程度に応じた学

習環境を整え、個々の児童生徒の

状況に応じた教育を行っていま

す。また校内での共同学習や副籍

交流を通じて、共に学び、障害理解

を深める学習に取り組んでいま

す。保護者の理解については、日頃

より各学校から校内の特別支援教

育推進について説明するなど理解

啓発を進めています。なお、子ども

の施策については、教育分野の計

画と連携しながら今後も取り組ん

でいきます。 

□ 

78 ペアレントトレーニングはぜひ

取り組んでほしい。子どもの年齢

や性別、障害の程度等によってグ

ルーピングを検討してほしい。 

発達に課題を抱える児童の保護

者や養育者を対象に、子育てに関

する講座（ペアレントトレーニン

グ）を実施します。参加者の目的に

合せて提供できるよう実施方法や

体制を検討していきます。 

〇 

79 副籍交流の在り方を今一度考え

直してほしい。学校や担当のクラ

交流方法については、個々の子

どもの状況や希望に合わせて実施
□ 
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スの担任によって考え方や接し方

が全然ちがう。先生方も忙しい中

時間を作っているので、子供の為

に副籍交流をしていると感じられ

ない方、学校はたくさんあるよう

に感じる。副籍交流を経験した保

護者の声を拾い上げて改善に役立

ててほしい。 

しています。直接的な交流のほか、

オンラインなどの間接的な交流な

ども活発化していることから、事

例紹介などを通じ、副籍制度の更

なる充実に向け引き続き各校に働

きかけていきます。 

特別支援学校で行われる副籍交

流会などを通じて、保護者からど

のような交流の要望があるかな

ど、情報収集に努めていきます。 

80 ペアレントトレーニングは強度

行動障害の方も対象となると思う

が、強度行動障害について、教育の

場での知識の普及・啓発に取り組

んでほしい。 

ペアレントトレーニングでは、

講義形式だけではなくロールプレ

イや演習をとおして、知識を習得

していきます。教育の場における

強度行動障害に関する効果的な普

及啓発について、検討していきま

す。 

△ 

施策５ 安心して暮らせる共生社会の実現と社会参加の促進 

81 障害者に対し、どのように対応

してよいのかわからないので、障

害の種類や何に困り、何を手助け

することで、互いが理解し合える

のかを知りたい。 

区では、様々な機会を捉え障害

の理解に向けた啓発事業等に取り

組んでいます。令和４年度に作成

した「障害者とのコミュニケーシ

ョンガイドブック」を活用したコ

ミュニケーションサポーターの養

成等、引き続き、障害者に関わる団

体や事業者との協働で、障害理解

の促進に取り組みます。 

〇 

82 新たに人工呼吸器等の利用者へ

の蓄電池等の日常生活用具の給付

対象としてくださることに感謝す

る。 

計画策定にあたり、障害者団体

等への意見聴取など当事者や関係

団体、事業者から幅広く意見を伺

いました。今後、計画に掲げた取組

を着実に実行していきます。 

― 

83 長男は四度、次男は三度の愛の

手帳持っている。様々なサービス

を抜けることなく受けるため、愛

の手帳を提示、タッチだけで機能

愛の手帳の交付は東京都が行っ

ています。頂いたご意見について

は、都の担当部署へ要望していき

ます。 

― 
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するように、カード式手帳にして

ほしい。またはアプリ化してほし

い。 

84 障がい者が進学出来る環境作り

に取り組んでほしい。特別支援学

校を卒業したら作業所と言う王道

ルートが決まっている感じであ

る。ゆっくりな成長な子どもたち

は高校まででは力が着かない。専

攻科を作るべきである。 

特別支援学校卒業後の進路につ

いては、各校で一人ひとりの障害

や学習状況に合わせて指導を行っ

ていると認識しています。 

区が単独で専攻科を設置するに

は、施設や教員の確保などの課題

があり困難ですが、区は、重度障害

者の大学等への就学を支援する事

業を実施しています。 

※ 

85 愛の手帳に、サービス機能を読

み込ませてほしい。 

愛の手帳の交付は東京都が行っ

ています。頂いたご意見について

は、都の担当部署へ要望していき

ます。 

― 

86 カード式愛の手帳のタッチで全

ての割引が可能になる。カード式

愛の手帳１枚で、または交通系 ic

カード１枚で障がい者割引が本人

が自動的に受けられるようになっ

て欲しい。カード式愛の手帳１枚

で、または交通系 ic カード１枚で

障がい者割引が本人が自動的に受

けられるようになってほしい。 

愛の手帳の交付は東京都が行っ

ています。頂いたご意見について

は、都の担当部署へ要望していき

ます。 

― 

87 障害者など配慮を要する方の福

祉避難所への直接避難を検討との

こと、よろしくお願する。 

要介護高齢者や障害者など配慮

を要する方の福祉避難所への直接

避難を検討しています。 

△ 

88 日常生活用具の給付対象品目へ

の蓄電池等の追加について、実施

目標に入れていただき感謝する。 

計画策定にあたり、障害者団体

等への意見聴取など当事者や関係

団体、事業者から幅広く意見を伺

いました。今後、計画に掲げた取組

を着実に実行していきます。 

― 

89 避難行動要支援者希望者への個

別避難計画の作成を感謝する。 

 避難後の方の他、在宅避難の重

在宅避難の方を含め、障害者の

いる家庭への災害時の支援のあり

方を検討していきます。 

〇 
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症心身障害児者のいる家庭への見

回り支援も是非お願いする。 

90 福祉園で過ごす時間が短いの

で、延長利用が出来るようにして

ほしい。 

 

家族の介護負担の軽減や就労等

を支援するため、区立福祉園等に

おいて、所定の利用時間後に、施設

を活用した居場所の提供について

検討します。 

 日中活動後の余暇活動を充実す

るため、移動支援の利便性の向上

について検討します。 

〇 

91 障害者の意思疎通の促進と手話

言語の普及で行われている、ＩＣ

Ｔを活用した相談窓口とコミュニ

ケーションサポーター養成研修は

どのように取り組んでいるのか。 

令和５年１月に心身障害者福祉

センターにＩＣＴ相談窓口を設置

しました。聴覚障害や視覚障害、知

的障害のある方などからのご相談

に対し、情報支援機器やスマート

フォンアプリの紹介や体験、利用

方法の支援等を行っています。 

コミュニケーションサポーター

養成研修は、障害がある方が困っ

ている時、積極的に声をかけるこ

とができる人を養成する研修で

す。令和４年度に作成した「障害者

とのコミュニケーションガイドブ

ック」を活用し、障害当事者の協力

を得ながら、実施しています。 

〇 

92 区と障害福祉サービス連絡協議

会は災害協定を締結し、サービス

提供訓練等を実施している。地域

防災ネットワークについて、障害、

高齢だけで完結するのではなく、

町会、避難拠点等、地域の支援者も

含めた支援体制を協議できるとよ

いのではないか。 

区は、障害福祉サービス事業者

連絡協議会と締結した障害福祉サ

ービス利用者の支援に関する協定

に基づき、災害時における安否確

認やサービス提供の実効性を高め

るため、各種訓練を実施していま

す。これらの取組を踏まえ、地域防

災のあり方を検討していきます。 

△ 

93 日中活動後の支援の充実として

移動支援の充実が掲載されてい

る。移動支援は、同じ時間帯に利用

グループ支援や車両移送による

支援は安全性の担保など運営上の

課題も多く、現在のところ導入の

※ 
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希望が集中し、ヘルパーを確保で

きない利用者がいる。現在、練馬区

では個別支援に限定されている

が、複数の利用者への同時支援が

可能なグループ支援や車両移送に

よる支援も検討してほしい。 

予定はありません。 

94 福祉園の日中活動後の支援につ

いて、学齢期までは放課後等デイ

サービスが充実してきましたが、

それ以降の年齢になると放課後活

動の保証が限られます。通所先で

の延長支援は、本人にとっても家

族への負担軽減にとっても大変助

かります。ぜひ実現されることを

望みます。 

家族の介護負担の軽減や就労等

を支援するため、区立福祉園等に

おいて、所定の利用時間後に、施設

を活用した居場所の提供について

検討します。 〇 

95 練馬区基礎調査によると、精神

障がい者の生活は苦しくなってい

ます。精神障がい者へも都営交通

のみではなく、東京都シルバーパ

スのようにバス路線も使える支援

を進めてください．そのための国

や東京都への働きかけをしてほし

い。 

精神障害者の方についても、都

営バスの割引対象となっていま

す。精神障害者の方の介助者の割

引については、各会社により対応

が異なることから機会を捉えて、

関係機関に伝えていきます。 

― 

96 障害者の学びについて、50 代 60

代になっても学び続けられること

が大切。障害者の学びについて学

びつづけることを文章に加えるべ

き。 

誰もが個性や能力を発揮し、地

域の一員とした豊かな生活を送る

ために学びつづけることが必要で

あると認識しています。様々な人

がともに暮らせる地域社会を実現

するために障害者が学びつづける

ための方法や仕組みについて検討

していきます。検討の方向性がよ

り分かりやすく伝わるよう、記載

を修正します。 

◎ 

97 学校卒業後、社会に出るための

準備や卒業後も学び、フォローで

きる仕組みづくりをしてもらいた

誰もが個性や能力を発揮し、地

域の一員とした豊かな生活を送る

ために学びつづけることが必要で

△ 
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い。 あると認識しています。様々な人

がともに暮らせる地域社会を実現

するために障害者が学びつづける

ための方法や仕組みについて検討

していきます。 

98 練馬区の教育の歴史について広

く学ぶ機会を作ってもらいたい。 

学校では、小学校３年生で練馬

区の公共施設(学校)のうつりかわ

りについて学習しており、その中

で、教育についても触れています。 

□ 

99 不登校児童の支援について、フ

レックスな教育を進めてもらいた

い。 

不登校児童生徒の支援につい

て、各学校では児童生徒の実態に

応じて柔軟に対応しています。ま

た、区としては、当該児童生徒や保

護者と協議した上で、登校する時

間や学習環境・内容などを個別に

対応するように働きかけていま

す。 

□ 

100 個別避難計画の作成については

いつから開始されるのか。内容は

どのようなことを記載するのか。 

避難行動要支援者の全面的な更

新に向け、令和６年１月から登録

者全員に対する現況調査を実施し

ています。あわせて、「どこへ（避

難先）」「だれと（避難支援者）」避

難するかを予め定める個別避難計

画の作成を、「避難行動要支援者の

みの世帯」から優先的に進めてい

ます。 

― 

101  移動支援を利用しているが、事

業所が決まるのに半年かかった。

また、事業所都合で利用ができな

いときのために、２か所目を確保

しておきたかったが、１か所しか

契約ができない。重心でなくても、

気楽に使える移動支援が必要であ

る。 

移動支援事業の充実には、介護

人材の安定的な確保・育成・定着が

重要です。現在、障害福祉サービス

事業者連絡会等と連携し、就職セ

ミナーや求職者と事業者との出会

いの場を提供する就職相談会等を

開催しています。引き続き人材の

確保に努めていきます。また、練馬

光が丘病院跡施設において、介護

福祉士養成施設の整備を進めてお

〇 
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り、卒業生が区内事業所に就職し、

定着する仕組みを検討していてい

きます。 

102  様々なことに取り組むのは良い

ことだが、全区民が共に生きてい

くビジョンがどのように描かれて

いくかが大切である。区民と障害

者が理解して生きていく場面はど

のようにつくられるのか。 

 『第３次みどりの風吹くまちビ

ジョン』においても、障害者計画の

理念と同様の目標を掲げていま

す。障害のある方の一人ひとりの

人権を尊重し、地域のなかで自立

してくらしつづけることができる

共生社会の実現について取組を推

進します。 

また、区は「練馬区障害者の意思

疎通の促進と手話言語の普及に関

する条例」を制定し、障害特性に応

じた意思疎通や情報提供の支援、

障害者とのコミュニケーションサ

ポーターの養成等に取り組んでい

ます。また、小中学生を対象とした

ユニバーサルデザイン体験教室や

文化やスポーツを楽しむイベント

を開催します。 

〇 

103  ＩＣＴやネットワークの進歩に

より、視覚障害者も情報が入手し

やすくなった。施設の配置や景観

など、物理的な整備面だけでなく、

情報提供が充実すると視覚障害が

あっても自立して行動できるよう

になる。 

 区は、「練馬区障害者の意思疎通

の促進と手話言語の普及に関する

条例」を制定し、障害特性に応じた

意思疎通や情報提供を支援してい

ます。５年１月に開設した障害者

ＩＣＴ相談窓口では、視覚障害者

の意思疎通に効果的な情報支援機

器の利用支援を行っています。今

後も情報の発信に努めていきま

す。 

〇 

104  遠隔手話通訳の充実で利用でき

るタブレットはどこに追加される

か決まっているか。 

 タブレットの配置場所について

は検討中です。 △ 

105 心身障害者福祉センターの「障

害者ＩＣＴ相談窓口」は、聴覚障害

障害者ＩＣＴ相談窓口では、聴

覚障害のある方や家族、支援者か
― 
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者にも対応しているか。 ら相談を受け、音声を文字化する

アプリやコミュニケーションツー

ルの紹介等を行っています。 

106 移動支援について、施設からバス

停までの移動に利用できるように

してほしい。 

移動支援の個別具体的な利用方

法については、管轄の総合福祉事務

所にお問い合わせください。今度と

も移動支援の利便性の向上につい

て、検討を進めていきます。 

△ 

107 18 歳から 60 歳までの障害者に

対する福祉が充実していないので

はないか。日中活動後の支援の充

実に力を入れてほしい。 

区立福祉園等において、所定の

利用時間後に、施設を活用した居

場所の提供について検討します。 

 日中活動後の余暇活動を充実す

るため、移動支援の利便性の向上

について検討します。 

〇 

108 障害のある子もない子もだれで

も楽しめる図書館をめざすため

に、図書館への予算を増やして、下

記のようなサービスにあててほし

い。ＬＬブック、拡大読書器、布の

絵本、子どもの遊べる布のおもち

ゃ・遊具、点字の絵本・児童書、マ

ルチメデイアデージー図書、大活

字本など 

区立図書館では、第四次練馬区

子ども読書活動推進計画に基づい

て、引き続き支援を必要とする子

どものニーズ把握に努め、録音資

料(図書、雑誌)や点字資料、大活字

本、ＬＬブック、布の絵本の収集を

進めるとともに、電子書籍の導入

や、マルチメディアデイジー図書、

読書支援機器の充実に努めます。 

□ 

109 ヘルプマークだけでは何を支援

してほしいのかわかりにくい。ヘ

ルプマークに取り付けられる「困

っている時には手助けしてくださ

い」といった内容のねり丸付きの

缶バッジを作成してほしい。 

 区は、障害のある方が必要な支

援内容を伝えるための方法とし

て、ヘルプマークの他に、配慮して

ほしいこと等が記載できるヘルプ

カードの配布を行っています。効

果的な伝達手段については、引き

続き検討していきます。 

△ 

110 障害特性に応じた情報提供やコ

ミュニケーション支援、社会参加

を後押しする支援者の育成などが

必要である。「高次脳機能障害」 の

文言を入れてほしい。 

「練馬区障害者の意思疎通の促

進と手話言語の普及に係る条例」

では、障害者の定義について障害

者基本法の定義を踏まえ定めてい

ます。障害の程度や手帳の有無に

かかわらず、障害者を定義してお

◎ 
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り「高次脳機能障害」も含まれるも

のと考えています。 

ご意見を踏まえ、用語解説に高

次脳機能障害についての説明を加

えます。 

111 都が養成する失語症者向け意思

疎通支援者について、コミュニケ

ーションサポーターとの違いや、

一般区民を対象にしていることを

明記してほしい。 

失語症者向け意思疎通支援者お

よびコミュニケーションサポータ

ーについて、用語説明を追加しま

す。 

◎ 

112 区で「失語症者向け意思疎通支

援者」を養成する計画はあるのか。 

失語症者向け意思疎通支援者は

東京都が養成しており、区の派遣

事業では、都の養成した支援者等

を派遣しています。区で「失語症者

向け意思疎通支援者」を養成する

ことは考えていません。 

※ 

113 障害者週間に、団体で作成した

失語症のチラシを展示していただ

いた。 

 次回には団体の ＤＶＤを流させ

ていただくことをお願いしてい

る。失語症意思疎通支援者派遣事

業が始まったことを踏まえ、区が

チラシ等を作成するご予定はある

か。 

区では、様々な機会を捉え障害

の理解に向けた啓発事業に取り組

んでいます。今後も、区ホームペー

ジや障害者週間のパネル展示等に

加え、チラシの作成・配布等を通

じ、失語症の理解の促進に取り組

んでいきます。 

△ 

114 聴覚障害者に対して「手話」が、

視覚障害者に対して「点字」がコミ

ュニケーション手段として確立し

ていますが、失語症者には「支援

者」を介して、個人的、人間的にコ

ミュニケーションを行っていて、

手探りの部分も未だまだ多い。 

 一層の普及啓発活動に支援をお

願いしたい。 

区では、様々な機会を捉え障害

の理解に向けた啓発事業に取り組

んでいます。今後も、区ホームペー

ジや障害者週間のパネル展示等に

加え、チラシの作成・配布等を通

じ、失語症の理解の促進に取り組

んでいきます。 

□ 

115 障害者等の社会参加を支援につ

いて、「意思疎通支援事業」が発展

区に登録している失語症の団体

で活動している支援者に対し、報
□ 
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し、より多くの失語症の方たちの 

支援となりますよう願っている。 

会の活動 （運営） に関して、補

助あるいは助成といった類の支援

を、失語症の団体に対して考えて

いただくことはできないか。  

酬をお支払いしており支援事業の

サポートを行っています。 

116 障害者の意思疎通の促進と手話

言語の普及に関する条例につい

て、高次脳機能障害についても、触

れてほしい。 

 

「練馬区障害者の意思疎通の促

進と手話言語の普及に係る条例」

では、障害者の定義について障害

者基本法の定義を踏まえ定めてい

ます。障害の程度や手帳の有無に

かかわらず、障害者を定義してお

り「高次脳機能障害」も含まれるも

のと考えています。 

ご意見を踏まえ、用語解説に高

次脳機能障害についての説明を加

えます。 

◎ 

117 日中活動後の施設の活用に当た

っては、福祉園等施設の職員が対

応するのか。あるいは移動支援事

業所が対応するのか。 

日中活動後の支援の充実の具体

的な内容については、ご家族のご

意見などを踏まえ、今後検討して

いきます。施設を活用した居場所

の提供は、試行的に、順次、実施し

ていくことを考えています。 

△ 

118 施策５に、「避難行動要支援者の

うち同意のある方の個別避難計画

作成」とあるが、実際に震災が起こ

り混乱した現場の中で同意の有無

などをどのように確認をするの

か。また、福祉部の管理課と施策推

進課で横のつながりはあるのか。

施設に避難をした際に、施設の職

員はどの程度支援に従事してくれ

るのか。  

災害時の対策については、関係

所管と連携を図っています。避難

行動要支援者名簿を作成する際に

は、個人情報の取扱いに関する同

意をいただきます。それをもとに、

同意のある方とない方のそれぞれ

の名簿を作成しています。 

福祉避難所は、家族や支援者と

の同行避難が原則となります。避

難をされたときに、施設の職員は

施設の管理に注力するためにいつ

も通りの支援を提供することは困

難です。そのため、避難をした際

〇 
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は、同行した家族や支援者が、でき

る範囲のことをしていただくこと

になります。 

施策６ 保健・医療体制の充実 

119 障がいのある人が、理学療法、作

業療法などを長期に受けられる病

院、リハビリ施設が欲しい。歩行の

訓練を行いたいが、場所がなくて

探している。 

地域におけるリハビリテーショ

ンサービスとして介護給付による

訪問リハビリテーション、通所リ

ハビリテーション（デイケア）、訓

練等給付による自立訓練（機能訓

練・生活訓練）等があります。障害

種別や年齢により利用できるサー

ビスが異なりますので相談支援機

関にお問い合わせください。 

― 

120 統合失調症等が回復した方が、

無理のないところで、経験談を含

めた当事者の気持ちに寄り添える

方（ピアサポーター）による話し相

手や居場所を提供し、苦しんでい

るのは、自分だけではないと安心

感を与えられる場所がほしい。（支

援者は、それを見守れる方、あくま

でも伴奏者の立場で保全できる

方）がいるといい。 

精神障害者等の居場所として、

区では障害者地域生活支援センタ

ー等の居場所を設置しています。

また、令和 5 年に「練馬区～ここ

ろがリラックスできる居場所ＭＡ

Ｐ」を作成し、これらの居場所等の

案内を行っています。このほか、地

域における精神障害者等への理解

に向けたパンフレット「困ってい

る方に声をかけようとしているあ

なたへ」を作成し配布をしていま

す。 

□ 

121 

 

統合失調症の方の特質に精通し

た方の支援者がほしい。 支援者

は、対応の仕方のアップデートは 

常に必要だと思う。 常に学習する

システムもほしい。e ラーニングで

のテスト方式で、虐待問題や、考え

方、コンプラの取組は、必要だと思

う。 

保健相談所では、保健師、精神保

健福祉士の資格を有する地域精神

保健相談員が研修や事例検討会等

で定期的に、統合失調症等の治療

や援助方法、虐待等の知識の共有

や向上に努めています。また、障害

者地域生活支援センターにも、精

神保健福祉士等の専門資格を有す

る職員を配置するとともに、研修

等を通じ資質の向上を図っていま

す。 

□ 
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122 退院時支援について、医療保護

入院による患者の退院時には、病

院の退院ミーティングに保健相談

所から保健師と精神保健相談員

（ＰＳＷ）を加えて退院後の地域

生活での支援をスムーズにしてほ

しい。退院時に保健師と精神保健

相談員がかかわることで継続して

アウトリーチをすることができ

る。 

医療保護入院の退院時において

は、必要に応じて保健師および地

域精神保健相談員が医療機関や関

係事業者と連携し、地域で生活す

るために必要な支援の検討や導入

を行っています。退院後は定期的

に見守りを行っています。 

□ 

123 地域移行において、滞在型グル

ープホームを増やす必要がある。

24 時間体制で服薬、金銭管理、生

活の相談・助言などをおこなって

いるグループホームは、社会生活

を一人ではできない人々には欠か

せない。個々人にあった地域生活

という視点から滞在型グループホ

ームは欠かせないが、数が少なす

ぎるので拡充してほしい。 

 グループホームを新規で整備す

る事業者に対し、滞在型グループ

ホームの開設を要望している声が

あることを伝えます。 

△ 

124 グループホーム入居にあたって

は日中に作業所やデイケア等に通

うことが求められているが、通所

は精神疾患のある人にとってはハ

ードルが高いこともある。状況の

違う一人ひとりに即して考えてほ

しい。 

 本人や家族、グループホームの

職員の他に、地域の支援者である

保健師や相談支援事業所の相談員

等が、グループホームで安定した

生活ができるように連携をして支

援しています。 

□ 

125 居住支援について、精神障碍者

の住まいの確保は大きな課題にな

っていくであろう。 

 住まい確保支援事業と伴走型支

援が実施されているとのことだ

が、この支援を拡大し情報を広く

区民に知らせてほしい。 

また民間賃貸に入る場合に重要

なことは、孤立して暮らすのでは

区は、平成 31 年度から、高齢者

等が入居可能な賃貸住宅の空き室

情報を提供する住まい確保支援事

業を開始しました。ご自身だけで

は契約や転居等の手続きができな

い方や、障害があることで、建物所

有者の理解を得にくい方がいるこ

とから、情報提供だけでなく、見学

や契約手続きに同行して住まい探

□ 
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なく地域生活に必要な支援者の輪

（アウトリーチ、訪問看護、通所、

就労支援等）を作り支えることで

ある。 

 

しを支援する伴走型支援を、令和

３年度から実施しています。 

本事業は、福祉事務所や障害者

地域生活支援センター等の窓口で

事業を紹介・周知しており、必要に

応じ、関係機関による支援につな

げています。 

126 

 

現在アウトリーチは保健相談所

の精神保健相談員８人が主に担っ

ているが、精神保健福祉手帳１級

２級の精神障碍者（3,600 人以上）

や精神疾患患者の急増を考慮する

とアウトリーチの職員（ＰＳＷ、看

護師等）を更に増やすことが望ま

れる。 

精神障害者等のアウトリーチ

は、保健師および地域精神保健相

談員が対応しています。ご相談の

内容により、関係部署と連携を図

りながら対応していきます。 

 

 

 

□ 

第４章 主な実施事業 

127 高齢の親が自身の心身の衰えの

ため、子どもの介護ができない状

況がある。 

 介護継続が難しく遠くの施設へ

入所させることになり、面会に行

くことも厳しい。この現状から、住

み慣れた練馬区内の三原台二丁目

用地に重症心身障害児者の入所施

設の整備をお願いする。 

 人工呼吸器利用者等、高度な医

療が常時必要な方については、グ

ループホームでの生活が困難なこ

とから、医療の整った入所施設が

必要であることを認識していま

す。 

 三原台二丁目用地に誘致する施

設の機能については、検討を進め

ます。 

△ 

128 光が丘病院で医療的ケア対応の

ショートステイについて、年齢制

限や希望日に希望日数がとれない

ため、区外、都外等の遠くの施設を

利用せねばならない方がいる。光

が丘病院で18歳以上の障害者のシ

ョートステイ受け入れ拡大と練馬

区内に新たに施設整備を希望す

る。 

 令和４年 11 月、練馬光が丘病院

において、障害児の医療的ケアに

対応したショートステイを開始し

ました。 

 ショートステイの対象年齢の拡

大や実施施設の拡大など、さらな 

る充実のための検討を行います。 

 

〇 

129 高齢者福祉施設でのショートス

テイについても簡単な手続きで利

 田柄特別養護老人ホームにおい

て共生型サービスを活用したショ
△ 
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用できるよう検討してほしい。 ートステイを実施しています。実

施施設の拡大やわかりやすい手続

きについて、今後、検討を進めま

す。 

130 特別支援学校から医療的ケアが

必要な卒業生がこれからも続く。 

 卒業後の生活の場として希望者

は全員が通所できるよう定員確保

をお願いする。 

 

 現在、区立の重症心身障害者通

所事業所では、利用希望者が定員

を上回っているため、利用回数を

週３回に制限して実施していま

す。今後は、希望する方が週５回通

所できるよう、新規施設の開設や

既存施設の改修などにあわせ、定

員の拡大を図ります。 

〇 

131 「5-(3)障害者の意思疎通支援

の促進と手話言語の普及」の中に、

新たに始まった「失語症者向け意

志疎通支援者派遣事業」が書き込

まれていないので、加えるべきで

ある。加えて、令和８年度目標を

「充実」と設定し、失語症者向け意

志疎通支援者派遣事業を広く区民

に知らせ、区による「会話サロン」

を開始し、厚生労働省が考える「外

出同行支援」の実施に結びつける

必要がある。 

第４章 主な実施事業 障害者

の意思疎通の促進と手話言語の普

及および第５障 第七期障害福祉

計画・第三期障害児福祉計画 ４

地域生活支援事業の供給見込み量

に記載します。 

「会話サロン」の実施については、

失語症者向け意思疎通支援者派遣

事業の実績を踏まえ検討していき

ます。 

 

◎ 

132 事業によっては「年に何回会議

をする」ことが計画の目標になっ

ている。目標値は、会議の回数では

なく、現状を分析し、現実的な目標

を定めて進めないと、施策は動か

ないのではないか。ただ会議をや

って何も決まらず終わるのではな

いか。 

会議の回数については国の基本

指針等に基づき設定をしていま

す。会議での検討内容が実効性の

ある施策につながるよう運営方法

や会議の在り方について検討して

いきます。 

 

△ 

133 日常生活用具の給付対象品目へ

の蓄電池等の追加について他区よ

り遅れたが、検討いただき感謝す

る。蓄電池等の等の部分で発電機

 ６年度から、人工呼吸器利用者

を対象に、蓄電池、発電機およびカ

ーインバーターを日常生活用具の

給付対象品目に加えます。日常生

〇 
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も検討いただいているかと思う。

人工呼吸器等電源の必要な利用者

にとって、利用しやすい機器を検

討していただきたい。  

活用具について、区で、機器の指定

は行っていませんので、ご自身で

利用しやすい機器を選んでいただ

けます。 

第５章 第七期障害福祉計画・第三期障害児福祉計画 

 ２ 成果目標 

134 放課後等デイサービスについて

は、生活のために就労している親

が多くなっており、心身障害児対

応の放課後等デイサービスが不足

している。確保をよろしくお願い

する。 

区内には重症心身障害児を対象

とした放課後等デイサービス５事

業所において事業を実施していま

す。引き続き、心身障害児を対象と

した放課後等デイサービスの必要

性について開設相談の際に事業者

に伝えていきます。 

□ 

135 手帳要件にあてはまらない人か

らの相談が多い。現在の施策の枠

組みでは、支援が必要な人を取り

こぼしていると感じる。共生型社

会の実現のために、重層的体制の

整備をさらに大きな視点で充実さ

せることが必要。重層的支援体制

の充実とあるが、複合的な課題の

ある人に緊急対応ができるよう、

手厚い仕組みにしてほしい。 

区の連携推進担当は、複合的な

課題を抱えるケースについて関係

機関から支援に関する相談を受

け、うち困難性が高いケースは、世

帯の抱える課題の全体像を把握

し、必要な支援内容の検討や支援

方針の共有を行っています。 

 今後、複合的な課題を抱える世

帯に対する支援の充実に向けて、

連携推進担当の体制強化を検討し

ていきます。 

〇 

136 精神障害にも対応した地域包括

ケアシステムの構築について、協

議会の場に、当事者と家族の人数

が、あわせて 1 人なのは不安であ

る。もっと多数の当事者や、家族の

立場での意見も協議に入れてほし

いと思う。 

練馬区障害者地域自立支援協議

会専門部会の委員構成について

は、障害者団体への意見聴取など

当事者や関係団体、事業者から幅

広く意見を伺うことができるよう

検討していきます。 

△ 

137 自立訓練の充実が必要。学校か

ら社会への移行も含めた考え方を

示してもらいたい。 

学校卒業後の支援については、

学校や相談支援事業所、総合福祉

事務所等の関係機関が一人ひとり

の特性に応じた障害福祉サービス

等を組み立て、支援につなげてい

□ 
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きます。 

区は、障害者地域生活支援セン

ターによる事例検討や情報共有を

図る連絡会の開催等を通じ、相談

支援専門員の質の向上に取り組ん

でいます。当事者だけでなく、家族

支援も含めた相談支援体制の充実

を図っていきます。 

 ３ 障害福祉サービスの供給見込み量 

138 重度訪問介護が必要だと申し出

た人にその必要とする時間を認定

するために、重度訪問介護の利用

人数と一人当たり利用時間の増加

をもっと多く想定していただきた

い。  

重度訪問介護の支給時間は、管

轄の各総合福祉事務所が、介護者

の有無、住宅環境、通院状況等対象

者の状況を勘案して必要な時間を

認定しています。重度訪問介護の

利用または支給時間の増加を希望

される場合、管轄の各総合福祉事

務所にご相談ください。 

□ 

 ４ 地域生活支援事業の供給見込み量 

139 （５）意思疎通支援事業 の中

に、「失語症者向け意志疎通支援者

派遣事業」が書き込まれていない

ので、供給見込み量と共に記載す

べきである。 

 

第４章 主な実施事業 障害者

の意思疎通の促進と手話言語の普

及および第５障 第七期障害福祉

計画・第三期障害児福祉計画 ４

地域生活支援事業の供給見込み量

に記載します。 

◎ 

第６章 第六期障害福祉計画・第二期障害児福祉計画 

（１）障害者計画 

140 障害者虐待防止センター事業に

ついてもっと具体的に整備、事業

を行うべきだと思う。 

 

区では平成 25 年に虐待防止セ

ンターを設置し、障害者虐待の早

期発見と防止に取り組んでいま

す。虐待防止センターでは 24 時間

体制で相談の受付を実施していま

す。令和５年度には障害者虐待防

止に係るリーフレットを新たに作

成しました。 

今後は、リーフレットも活用し、

障害者虐待の早期発見と防止をさ

〇 
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らに推進していきます。 

141 計画の進捗状況のページにおい

て、意思疎通支援事業について記

載されていないが、どこに記載さ

れるのか。 

意思疎通支援事業の一つである

「タブレット等を活用した遠隔手

話通訳の実施」について記載して

います。新たな計画では、「第４章 

主な実施事業 障害者の意思疎通

の促進と手話言語の普及」および

「第５章 第七期障害福祉計画・

第三期障害児福祉計画 ４地域生

活支援事業の供給見込み量」に意

思疎通支援事業を位置づけ、事業

を推進していきます。 

〇 

その他 

142 都営大江戸線の延伸を早くして

ほしい。住まいのある生活圏では

都営無料券の利用がほとんどな

い。 

 

 都では、大江戸線延伸にかかる

プロジェクトチームによりスピー

ド感をもって検討が進められてい

ます。区は、旅客需要の増加につな

がる沿線まちづくりの推進や基金

の効果的な活用方法の検討を進

め、早期事業着手に向け、都ととも

に取り組みます。 

△ 

143 自分たちの意見がどこに反映さ

れ活かされたのか、フィードバッ

クされると良い。 

障害者計画・障害福祉計画・障害

児福祉計画の取組の進捗状況につ

いては、練馬区地域自立支援協議

会で報告をしています。練馬区地

域自立支援協議会は、傍聴するこ

とができます。また資料は、区ホー

ムページに掲載しています。 

□ 

144  視覚障害者は、針あんまを職業

とすることが多い。実際は重労働

であり、特にコロナ禍は大きな影

響を受けた。区は、視覚障害者の就

労について、どのように考えてい

るか。区職員として採用する計画

などはあるか。 

区常勤職員の採用は、特別区人

事委員会が募集しています。募集

については特別区人事委員会にお

問合せください。 

また、令和３年３月に策定した

練馬区職員障害者活躍推進計画に

基づき、法定雇用率を上回る目標

を設定し、障害者の雇用に取り組

□ 
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んでいます。 

令和６年度から、同行援護等を

利用している方を対象に、通勤支

援や職場等における支援を行う重

度障害者等就労支援事業を開始

し、視覚障害者等の就労を支援し

ます。 

145 区立福祉作業所の利用申込を希

望した当時、９月しか申込できず

利用まで１年待ちであった。現状

はどうか。 

区立施設は、特別支援学校卒業

生の利用の調整等を行うため、一

定の期間に利用申し込みを受け付

けています。民営化した施設につ

いては、随時申し込みを行ってい

ますので、各施設にお問合せくだ

さい。 

― 

146  パブリックコメントについて、

区民はどのような意見が出ている

か見ることが出来るのか？また、

３月に公表されるとのことだが、

どのような意見が提出されている

かを事前に確認することはできる

のか。 

 パブリックコメントの内容は区

のホームページや区報等でも公表

します。結果はどなたでも見るこ

とが出来ますが公表されるまで

に、どのような意見が提出されて

いるかを確認する機会はありませ

ん。 

― 

147 重度包括支援サービス等、重度

障害者の選択肢として様々な支援

コンテンツの積極的導入とさらな

る充実もお願いする。 

重度障害者の支援の充実につい

て、当事者や関係団体等の様々な

ご意見を伺いながら検討していき

ます。 

△ 

148 予算の適正利用について、監視

できるシステムの構築が必須では

ないか。 

区立の指定管理施設では、事業

の実施状況についてモニタリング

を実施し、運営状況を評価してい

ます。補助金を交付している事業

についても、事業の実施状況につ

いて確認をしています。予算の適

正利用については、区監査事務局

による定期監査や障害者サービス

事業所を対象とした第三者評価等

をとおして施設の運営状況等を評

価しています。引き続き適正な利

□ 
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用に努めます。 

149 利用者目線のより良い支援を自

指すべく、まずは、そもそもの定員

試算をお願いする。それを踏まえ、

今後の施策を再考していただきた

い。 

 新たな施設の整備や既存施設の

改修の際には、今後の利用者推計

を踏まえ、適切な支援を実施でき

る定員を検討していきます。 

△ 

150  障害のある子どもの親が、高齢

者施設に入所した場合を考え、同

じ敷地内に高齢者施設と障害者施

設があれば良い。 

 障害者施設と高齢者施設を一体

的に整備するには、財源や人材、運

用面も含め様々な課題がありま

す。障害者の重度化・高齢化、家族

の高齢化は課題として認識してお

り、様々な取組を進めています。ご

意見を参考に今後も障害者施策の

充実に取り組んでいきます。 

※ 

151 区立障害者福祉施設で、説明会

が開催されているが、民間事業者

での説明はないのか。 

区立障害者施設については、施

設の改修工事や民営化等の計画が

あることから、各施設で説明を実

施しました。民間事業者に対して

は、障害福祉サービス事業者連絡

協議会への説明を行っています。 

利用者・ご家族等の団体向けの

説明会を開催したほか、オープン

ハウスなどで説明の場を設けてい

ます。 

― 
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５ 区
く

民
みん

（子ども）からの意見
い け ん

（要
よう

旨
し

）と区
く

の 考
かんが

え方
かた

  

№ 意見
い け ん

の要
よう

旨
し

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 対応
たいおう

区分
く ぶ ん

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

計画
けいかく

素
そ

案
あん

に関
かん

すること 

1 まず障 害 者
しょうがいしゃ

という呼
よ

び名
な

を

やめたほうがいいと思
おも

います。

障 害
しょうがい

者
しゃ

と 扱
あつか

うのではなく個
こ

性
せい

豊
ゆた

かな人
ひと

としてみるべきで

はないのでしょうか。個
こ

性
せい

豊
ゆた

か

な人
ひと

の中
なか

には普
ふ

通
つう

の人間
にんげん

とし

て 扱
あつか

って欲
ほ

しい人
ひと

もいると思
おも

います。だから、そのような人
ひと

は支
し

援
えん

が必要
ひつよう

な人
ひと

と定
てい

義
ぎ

する

のは良
よ

くないと思
おも

います。 

 練
ねり

馬
ま

区
く

では障 害
しょうがい

のある人
ひと

な

い人
ひと

ではなく、みんながお互
たが

い

のことを大切
たいせつ

にし、認
みと

め合
あ

う

社会
しゃかい

をめざしています。

障 害 者
しょうがいしゃ

という表 現
ひょうげん

は障 害 者
しょうがいしゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の中
なか

の 考
かんが

え方
かた

をもとに

しています。 

― 

２ 職場
しょくば

見学
けんがく

や体験
たいけん

をたくさん

して、お仕
し

事
ごと

していきたい。 

 働
はたら

くための 準
じゅん

備
び

や、相
そう

談
だん

を受
う

けているレインボーワーク

では、 働
はたら

くことのできる職場
しょくば

をふやす取組
とりくみ

をしています。ま

た、 就 職
しゅうしょく

後
ご

、職場
しょくば

やご本人
ほんにん

の相談
そうだん

にのるなどして、 働
はたら

き

続
つづ

けるためのお手
て

伝
つだ

いもしてい

ます。みなさんが自
じ

分
ぶん

に合
あ

う仕
し

事
ごと

について 働
はたら

くことができる

よう、応援
おうえん

しています。 

〇 

３ 自
じ

分
ぶん

のペースに合
あ

わせて

勉 強
べんきょう

を教
おし

えてくれることころ

があるといい。 

 一人
ひ と り

ひとりに合
あ

わせて勉 強
べんきょう

を教
おし

えてもらえるように学校
がっこう

の先生
せんせい

たちに 働
はたら

きかけていき

ます。困
こま

った時
とき

は先生
せんせい

に相談
そうだん

してください。 

△ 

４ 車
くるま

椅子
い す

がガタガタする道
みち

が

ある。 

 皆
みな

さんが安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して

道
どう

路
ろ

を利
り

用
よう

できるように、

日 常
にちじょう

的
てき

に道
どう

路
ろ

を管
かん

理
り

していま

□ 
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す。ガタガタ
が た が た

するなど、気
き

が付
つ

いた場所
ば し ょ

がありましたら、区
く

役所
やくしょ

まで連絡
れんらく

してください。 

５ 西
せい

武
ぶ

新
しん

宿
じゅく

線
せん

は踏
ふみ

切
きり

がしまっ

てしまうとなかなか開
あ

かない。

長
なが

い。学
がっ

校
こう

にも遅
おく

れそうにな

る。渡
わた

りやすくしてほしい。 

 線
せん

路
ろ

を上
うえ

にあげて、複
ふく

数
すう

の

踏
ふみ

切
きり

を同
どう

時
じ

になくす事
じ

業
ぎょう

や駅

のバリアフリーに取
と

り組
く

んでい

ます。 

〇 

６ 西
せい

武
ぶ

新
しん

宿
じゅく

線
せん

は踏
ふみ

切
きり

がしまっ

てしまうとなかなか開
あ

かない。

不
ふ

便
べん

。駅
えき

の階段
かいだん

も多
おお

く使
つか

い

勝手
か っ て

が悪
わる

いと思
おも

う。 

 線
せん

路
ろ

を上
うえ

にあげて、複
ふく

数
すう

の

踏
ふみ

切
きり

を同
どう

時
じ

になくす事
じ

業
ぎょう

や駅

のバリアフリーに取
と

り組
く

んでい

ます。 

〇 

７ 電車
でんしゃ

の車
しゃ

両
りょう

１ 両
りょう

が優
ゆう

先
せん

席
せき

になっているといいと思
おも

う。西
せい

武
ぶ

線
せん

に 話
はなし

をしてほしい。 

 いただいた意
い

見
けん

を西
せい

武
ぶ

鉄
てつ

道
どう

にお伝
つた

えします。 ― 

８ お寺
てら

は階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

く

初 詣
はつもうで

が大変
たいへん

だった。 

練馬区
ね り ま く

ではお店
みせ

や病院などの

バリアフリーに取
と

り組
く

んでいま

す。多
おお

くの方
かた

が安全
あんぜん

にお参
まい

り

できるよう、お寺
てら

などの改 修
かいしゅう

等
など

の相談
そうだん

があった場
ば

合
あい

は、バ

リアフリーに配慮
はいりょ

いただけるよ

うお 話
はなし

します。 

〇 

９ バリアフリー
ば り あ ふ り ー

でお参
まい

りできる

ようにしてほしい。 

〇 

10 エレベーターが足
た

りない。  条 例
じょうれい

で定
さだ

められた使
つか

いかた

（高齢
こうれい

者
しゃ

や 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の方
かた

が多
おお

く

利
り

用
よう

する施
し

設
せつ

や多
おお

くの人
ひと

が利
り

用
よう

する施設
し せ つ

など）の建物
たてもの

を 新
あたら

しく作
つく

るときなど、基
き

準
じゅん

にそ

ったエレベーターや大
おお

きめのエ

レベーターを付
つ

けるよう指
し

導
どう

し

ています。使
つか

いやすい建物
たてもの

が

ふえるよう、エレベーターの設
せっ

置
ち

については、引
ひ

き続
つづ

き指
し

導
どう

や

働
はたら

きかけを 行
おこな

います。 

〇 

11 野
や

球
きゅう

やラケットベースと

か、もっといろいろなスポーツ

区
く

では、様々
さまざま

なスポーツ

教 室
きょうしつ

やスポーツイベントを
□ 
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ができるといい。 開催
かいさい

しています。 興
きょう

味
み

がある

スポーツがあったら参
さん

加
か

してみ

てください。 

12 支
し

援
えん

学 級
がっきゅう

の大学
だいがく

版
ばん

を作
つく

って

ほしい。専門
せんもん

の勉 強
べんきょう

をした

い。 

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

後
ご

も学
まな

びつづける

ことは大切
たいせつ

なことだと思
おも

いま

す。区
く

に学校
がっこう

を作
つく

ることは 難
むずか

しいですが、学
まな

びつづけること

ができる仕
し

組
く

みを 考
かんが

えていき

ます。 

〇 

13 近
ちか

くに公園
こうえん

が欲
ほ

しい、（ 障
しょう

害
がい

の有無
う む

に関係
かんけい

なく誰
だれ

もが）

遊
あそ

べるところがほしい。 

区
く

ではこれからも計画
けいかく

的
てき

に

公園
こうえん

をふやしていきます。 

公園
こうえん

を作
つく

る時
とき

には、 障
しょう

害
がい

の

ある人
ひと

も、 障
しょう

害
がい

のない人
ひと

も皆
みな

さんが一緒
いっしょ

に遊
あそ

び楽
たの

しめる

公園
こうえん

となるよう、地
ち

域
いき

の皆
みな

さ

んの意
い

見
けん

を聴
き

きながら計画
けいかく

を

考
かんが

えていきます。公園
こうえん

につい

てのアンケート
あ ん け ー と

や説明
せつめい

会
かい

のお

知
し

らせが届
とど

いた時
とき

には、ぜひご

意
い

見
けん

を聴
き

かせてください。 

△ 

14 高校
こうこう

卒 業
そつぎょう

後
ご

ももっと勉 強
べんきょう

したい！  

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

後
ご

も学
まな

びつづける

ことは大切
たいせつ

なことだと思
おも

いま

す。学
まな

びつづけることができる

仕
し

組
くみ

みを 考
かんが

えていきます。

仕組
し く

みを 考
かんが

えていくことにつ

いて、よりわかりやすくなるよ

う、文 章
ぶんしょう

を直
なお

します。 

◎ 

15 歌
うた

や音楽
おんがく

を披
ひ

露
ろう

できる場
ば

が

ふえるといい。 

 区
く

では、誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に楽
たの

し

めるような音楽
おんがく

イベントをやっ

ています。今
こん

後
ご

、イベントの企
き

画
かく

の中
なか

でふさわしいものがあれ

ば、発 表
はっぴょう

できるよう 考
かんが

えて

いきます。 

 

△ 
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16 ピアノをいろいろな人
ひと

に聴
き

い

てもらえるような場所
ば し ょ

があると

いい 

区
く

では、誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に楽
たの

しめ

るような音楽
おんがく

イベントをやって

います。今
こん

後
ご

、イベントの企
き

画
かく

の中
なか

でふさわしいものがあれ

ば、発 表
はっぴょう

できるよう 考
かんが

えて

いきます。 

△ 

17 音楽
おんがく

や美
び

術
じゅつ

など成
せい

果
か

を発
はっ

揮
き

できる場
ば

があるといい。発 表
はっぴょう

できるといい。 

 区
く

では、誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に楽
たの

し

めるような音楽
おんがく

イベントをやっ

ています。今
こん

後
ご

、イベントの企
き

画
かく

の中
なか

でふさわしいものがあれ

ば、発 表
はっぴょう

できるよう 考
かんが

えて

いきます。 

 また、美
び

術
じゅつ

館
かん

では、 小
しょう

学
がっ

校
こう

連
れん

合
ごう

図
ず

工
こう

展
てん

、 中
ちゅう

学校
がっこう

生
せい

徒
と

作品
さくひん

展
てん

を開
かい

催
さい

しているほか、

練
ねり

馬
ま

区
く

民
みん

美
び

術
じゅつ

展
てん

や手
しゅ

工
こう

芸
げい

公
こう

募
ぼ

展
てん

に参
さん

加
か

できますので、ぜひご

応
おう

募
ぼ

してください。 

□ 

18 放
ほう

課
か

後
ご

デイサービスに専門
せんもん

の先生
せんせい

が来
き

て美
び

術
じゅつ

や音楽
おんがく

を教
おし

えてほしい。 

 音楽
おんがく

などの好
す

きなこと、やり

たいことができる機
き

会
かい

がふえる

ように、放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス

への支
し

援
えん

を続
つづ

けていきます。 

□ 

19 楽
がっ

器
き

や音楽
おんがく

が好
す

き。もっと

楽
たの

しみたい。 

 音楽
おんがく

などの好
す

きなこと、やり

たいことができる機
き

会
かい

がふえる

ように、放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス

への支
し

援
えん

を続
つづ

けていきます。 

□ 

20 福
ふく

井
い

県
けん

の美
び

術 館
じゅつかん

では 恐 竜
きょうりゅう

が見
み

られる。練
ねり

馬
ま

区
く

の美
び

術
じゅつ

館
かん

でも 恐 竜
きょうりゅう

が見
み

られるイベン

トをしてほしい。 

 福
ふく

井
い

県
けん

は、 恐 竜
きょうりゅう

の化
か

石
せき

が

たくさん発掘
はっくつ

されているため

博
はく

物
ぶつ

館
かん

で見
み

られます。練
ねり

馬
ま

区
く

の美
び

術
じゅつ

館
かん

で同
おな

じように 恐 竜
きょうりゅう

を展
てん

示
じ

することは 難
むずか

しいです

が、練
ねり

馬
ま

の地
ち

域
いき

の特性
とくせい

を 紹
しょう

介
かい

する楽
たの

しいイベントをこれから

も企
き

画
かく

していきます。 

△ 
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その他
ほか

のこと 

21 練
ねり

馬
ま

は野
や

菜
さい

をたくさん育
そだ

て

ている。特別
とくべつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

でも野
や

菜
さい

を作
つく

っている。(学校
がっこう

やみん

なが)作
つく

った野
や

菜
さい

を販売
はんばい

できる

場所
ば し ょ

をふやしてほしい。 

 ある特別
とくべつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

では、自
じ

分
ぶん

たちで作
つく

った野
や

菜
さい

を 10月
がつ

の

練
ねり

馬
ま

まつりで売
う

っています。ま

た、部
ぶ

活動
かつどう

で作
つく

った野
や

菜
さい

を

障 害
しょうがい

者
しゃ

事
じ

業 所
ぎょうしょ

にお願
ねが

いして

売
う

ってもらっている中 学 校
ちゅうがっこう

も

あります。 

 頑張
が ん ば

って作
つく

った野
や

菜
さい

が売
う

れる

のは嬉
うれ

しいものです。ぜひ、友
とも

だちや先生
せんせい

に相談
そうだん

してみてく

ださい。 

― 

22 社会
しゃかい

の授 業
じゅぎょう

が好
す

き。練
ねり

馬
ま

の

歴
れき

史
し

をもっと詳
くわ

しく勉 強
べんきょう

でき

るといい。 

練
ねり

馬
ま

区
く

の学校
がっこう

では、 小
しょう

学校
がっこう

３年生
ねんせい

の社会
しゃかい

の学 習
がくしゅう

で練
ねり

馬
ま

区
く

について学 習
がくしゅう

しています。他
ほか

にも、道徳
どうとく

や総合的
そうごうてき

な学 習
がくしゅう

の

時
じ

間
かん

で学 習
がくしゅう

しますがぜひ学校
がっこう

の授 業
じゅぎょう

以
い

外
がい

でも練
ねり

馬
ま

について

調
しら

べてくれるとうれしいです。

教 育
きょういく

委
い

員会
いんかい

では、みなさんが

詳
くわ

しく学
まな

べるよう先生
せんせい

たちへ

の研 修
けんしゅう

を 行
おこな

っています。 

□ 

23 パン作
づく

りができるようになり

たい 

パン作
づく

りはやっていません

が、お菓
か

子
し

作
づく

りやクッキングを

やっている児
じ

童館
どうかん

があります。

近
ちか

くの児
じ

童館
どうかん

に聞
き

いてみてく

ださい。 

□ 

24 お料理
りょうり

を教
おし

えてもらえる

場所
ば し ょ

があるといい 

お菓子
か し

作
づく

りやクッキングをや

っている児
じ

童
どう

館
かん

があります。

近
ちか

くの児
じ

童館
どうかん

に聞
き

いてみてく

ださい。 

□ 

25 練
ねり

馬
ま

区
く

に住
す

んでいてよかっ

た. 

 これからも練
ねり

馬
ま

区
く

に住
す

んでい

てよかったと思
おも

い続
つづ

けてもらえ
― 
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るように、区
く

の人
ひと

や地
ち

域
いき

の人
ひと

と 力
ちから

を合
あ

わせてこれからも頑
がん

張
ば

っていきます。 

26 給 食
きゅうしょく

の 量
りょう

をふやしてほし

い。足
た

りない。 

 成 長
せいちょう

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

を確
かく

保
ほ

で

きるよう決
き

まりにそって、生
せい

徒
と

の体格
たいかく

から 給 食
きゅうしょく

の献立
こんだて

を決
き

めています。大
だい

事
じ

な栄
えい

養
よう

を満
み

たす献立
こんだて

になっています。 

□ 

27 給
きゅう

食
しょく

のメニューは 魚
さかな

が多
おお

いから麺
めん

もふやしてほしい。 

 給
きゅう

食
しょく

のメニューは、成
せい

長
ちょう

期
き

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

を取
と

れるよう

に特定
とくてい

のメニューを減
へ

らしたり

ふやしたりせず、バランスのと

れた献立
こんだて

にしています。 

□ 

28 学校
がっこう

でおやつタイムがあると

いい。学校
がっこう

が終
お

わってから部
ぶ

活
かつ

をして帰
かえ

るまでにお腹
なか

がす

いてしまう。 

 学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

で必
ひつ

要
よう

な栄養
えいよう

が

取
と

れようにしています。そのた

め、おやつの提 供
ていきょう

は 考
かんが

えて

いません。 

□ 

29 カリカリ梅
うめ

ご飯
はん

は混
ま

ぜずにト

ッピングにしてほしい。 

 各
かく

学
がっ

校
こう

によって、メニュー

や提
てい

供
きょう

の仕
し

方
かた

は様々
さまざま

です。ト

ッピングについては、学
がっ

校
こう

へ

相談
そうだん

してみてください。 

□ 

30 練
ねり

馬
ま

区
く

内
ない

にもっと映
ば

えスポッ

トがふえるといい 

 楽
たの

しく写
しゃ

真
しん

が撮
と

れる場
ば

所
しょ

が

ふえるように 考
かんが

えます。 
△ 

31 夏
なつ

休
やす

みをふやしてほしい。

秋
あき

休
やす

みがあるといい。 

国
くに

が 小
しょう

学
がっ

校
こう

や 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

など

それぞれの学校
がっこう

で学
がく

習
しゅう

する内
ない

容
よう

や授
じゅ

業
ぎょう

する時
じ

間
かん

数
すう

を定
さだ

めて

います。それに合
あ

わせて、練
ねり

馬
ま

区
く

では授
じゅ

業
ぎょう

日
び

や夏
なつ

休
やす

み、冬
ふゆ

休
やす

みなどの期
き

間
かん

を決
き

め、バランス

よく配
はい

置
ち

しています。それぞれ

の学
がっ

校
こう

では、その時
じ

間
かん

数
すう

に合
あ

わ

せて、みなさんが勉
べん

強
きょう

しなく

てはいけないことの計
けい

画
かく

を立
た

て

て先生
せんせい

が教
おし

えています。学
がく

習
しゅう

□ 
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時
じ

間
かん

と休
やす

みのバランス
ば ら ん す

を 考
かんが

え、練
ねり

馬
ま

区
く

では今
いま

の 形
かたち

で 行
おこな

っています。 

32 みどりバス（保
ほう

谷
や

ルート
る ー と

）の

本
ほん

数
すう

をふやしてほしい。通
つう

学
がく

に合
あわ

せた時
じ

間
かん

に本
ほん

数
すう

がふえる

といい。 

 保
ほう

谷
や

ルートの本
ほん

数
すう

をふやし

てほしいと、練
ねり

馬
ま

区
く

からもバス

会
がい

社
しゃ

にお願
ねが

いしています。

バス
ば す

会
がい

社
しゃ

からは、運
うん

転
てん

手
しゅ

をふ

やすことが 難
むずか

しいので、バス

の本数
ほんすう

をふやすことは 難
むずか

しい

と聞
き

いています。これからも、

バス会
がい

社
しゃ

と 話
はなし

を続
つづ

けていきま

す。 

― 

 


